
本説明書は専門知識を有する業者様向けの内容となっております。 
誤った方法で作業を行うと、不具合につながるおそれがあります。
作業には危険が伴いますので、専門知識を有する業者様が行ってください。

本説明書は、「軒天パネル」の組み立て・施工について説明しています。
各折板カーポート 本体に同梱の組立・施工説明書をあわせてご覧ください。
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1組み立て・施工の前に / 全体構成図

■組み立て・施工の前に

組み立て・施工の前に…
　商品を正しく組み立て・施工していただくために、説明書の内容をご確認ください。
　商品の組み立てについては必ず説明書に従ってください。
組み立て・施工の後に…
　取扱説明書・使い方 & お手入れガイドブックを施主様にお渡しください。

このたびは、本商品をご採用いただき、誠にありがとうございます。

お願い
● 組み立ては、所定のねじを使用して最後まで締め付けてください。
　締め付け不良は事故の原因になります。
● ユニットの組み替えなどにより製作する場合は、製作範囲を確認して製作してください。
   製作範囲を超えると事故 ( 人損・物損 ) の原因になります。

鼻隠し（側面）

鼻隠し（水下側） 梁

鼻隠し（側面）

鼻隠し（水上側）

軒天

柱

補強材

スターター

エンドベース
エンドカバー

下地材（端部） 下地材（中間）

■全体構成図



2 商品断面図（単位：mm）
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4 商品断面図（単位：mm）
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施工の流れ 5

単体 たて連棟 横連棟 項      目

○ ○ ○ ■柱の切断・加工

－ ○ ○ ■鼻隠しの切り詰め・加工

● ● ● ■梁・柱の取り付け

－ － ○ ■連棟柱の部品付け、梁連結材の取り付け、梁の連結、梁カバーの取り付け

● ● ● ■補強材の取り付け

○ ○ ○ ■横材の取り付け

○ ○ ○ ■コンクリートの打ち込み

○ ○ ○ ■折板・鼻隠し（側面）の加工

○ ○ ○ ■折板の取り付け

● ● ● ■下地材の取り付け

● ● ● ■スターターの加工・取り付け

● ● ● ■エンドベースの加工・取り付け

● ● ● ■軒天材の取り付け

● ● ●

■エンドカバーの取り付け

○ ○ ○ ■鼻隠し（側面）の取り付け

○ ○ ○ ■鼻隠し（水上側）の取り付け

－ － ○ ■鼻隠し（水上側）の連結

－ － ○ ■鼻隠し（水下側）の連結

○ ○ ○ ■鼻隠し（水下側）の取り付け

○ ○ ○ ■雨樋の取り付け

● ● ● ■結露受けの取り付け（オプション）

● ● ● ■目板カバーの取り付け（オプション）

○本体　組立・施工説明書参照
●軒天パネル　組立・施工説明書参照

● ● ●

■吊金具の取り付け

● ● ● ■梁・補強材・下地材の加工

● ● ● ■軒天材の切断 単体 たて連棟 横連棟 項      目

○ ○ ○ ■柱の切断・加工

－ ○ ○ ■鼻隠しの切詰・加工

● ● ● ■梁・柱の取付

－ － ○ ■連棟柱の部品付、梁連結材の取付、梁の連結、梁カバーの取付

● ● ● ■補強材の取付

● ● ● ■タイトフレームの取付

○ ○ ○ ■横材の取付

○ ○ ○ ■コンクリートの打込み

○ ○ ○ ■折板・鼻隠し（側面）の加工

○ ○ ○ ■折板の取付

● ● ● 　補強材とルーフボルトの干渉対応

● ● ● ■下地材の取付

● ● ● ■スターターの加工・取付

● ● ● ■エンドベースの加工・取付

● ● ● ■軒天材の取付

● ● ● ■エンドカバーの取付

○ ○ ○ ■鼻隠し（側面）の取付

○ ○ ○ ■鼻隠し（水上側）の取付

－ － ○ ■鼻隠し（水上側）の連結

－ － ○ ■鼻隠し（水下側）の連結

○ ○ ○ ■鼻隠し（水下側）の取付

○ ○ ○ ■雨樋の取付

● ● ● ■結露受けの取付（オプション）

● ● ● ■すき間隠しの取付（オプション）

○本体　組立・施工説明書参照
●軒天パネル　組立・施工説明書参照

● ● ● ■吊金具の取付

● ● ● ■梁・補強材・下地材の加工

● ● ● ■軒天材の切断
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6 寸法図（単位：mm）
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8 寸法図（単位：mm）
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梁・補強材・下地材の加工 9
■梁・補強材・下地材の加工

4 本柱

4 本柱

下図の位置に下穴（φ4.5）の穴加工をしてください。 間口幅：D L n P
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400
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10 梁・補強材・下地材の加工
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工

し
て
く
だ
さ
い
。

補
強
材

（
水
上
側
）

補
強
材

（
水
下
側
）

（
　
　
）内
寸
法
で
加
工

L5
5
・
5
5

屋
根
材
長
さ＝
補
強
材
長
さ＝
53
90

57
0.
2(
40
9.
8)

67
(1
42
)

39
7

39
7

39
7 25
9.
4

36
0.
3

17
60
.3

34
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4
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.3
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33
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39
7
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7
7
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34
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50
0

7

34
.4

30
07

15

4－
φ4
.5
通し

17
［
51
］－
φ3
.5

［
］

端
部
側

連
棟
側

連
棟
側

端
部
側

22
0

け
が
き
溝

注
　
意

間
口
か
ら
見
て
両
端
の
補
強
材
2
本
に
の
み
、

［
　
　
］内
の
加
工
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

両
端
の
補
強
材

梁

柱

穴
加
工
は
す
べ
て
け
が
き
溝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

切
断
部

8 本柱



35

L5
5
・
6
0
　
5
3
9
0
補
強
材（
水
上
側
）

L5
5
・
6
0
　
5
9
0
0
補
強
材（
水
下
側
）

屋
根
材
長
さ＝
補
強
材
長
さ＝
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90
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7 25
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.47 10
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6 14

2
39

7
39

7
39

7

25
9.
4

43
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7 39
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7 397
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38
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.6

33
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7 39
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89
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7
7
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34
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15
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.5
通し

15

4－
φ4
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通し

＜
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て
連
棟
＞

16
［
48
］－
φ3
.5

［
］

補
強
材
の
加
工

［
］

17
［
51
］－
φ3
.5

端
部
側

連
棟
側

端
部
側

連
棟
側

注
　
意

間
口
か
ら
見
て
両
端
の
補
強
材
2
本
に
の
み
、

［
　
　
］内
の
加
工
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

両
端
の
補
強
材

梁

柱

け
が
き
溝

51
0

穴
加
工
は
す
べ
て
け
が
き
溝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

切
断
部

8 本柱



36 梁・補強材・下地材の加工

L6
0
・
6
0

屋
根
材
長
さ＝
補
強
材
長
さ＝
59
00

73
0.
2(
56
9.
8)

67
(1
40
)

39
7

39
7

39
7 25
9.
4

52
0.
3

20
20
.3

34
.47 10

39
7

397 25
9.
4

39
7

397 25
9.
4

35
20
.3

22
30
.2
(2
06
9.
8)

52
30
.2
(5
06
9.
8)

37
30
.2
(3
56
9.
8)

34
.4

7

50
0

34
.4

7

50
0

34
.4

50
0

39
7

397 25
9.
4

34
.4

50
0

50
20
.3

34
.4

50
0

7
7

7
34
.4

50
0

7

15

4－
φ4
.5
通し

＜
た
て
連
棟
＞

16
［
48
］－
φ3
.5

［
］

補
強
材
の
加
工

( 
   
)内
寸
法
は
、た
て
連
棟
の
水
下
側
に
使
用
す
る

補
強
材
の
加
工
寸
法
を
表
し
て
い
ま
す
。

補
強
材
の
入
り
数
の
半
数
本
を
水
上
側
加
工
、

半
数
分
を
水
下
側
加
工（
（
　
　
）内
寸
法
）で
加
工

し
て
く
だ
さ
い
。

補
強
材

（
水
上
側
）

補
強
材

（
水
下
側
）

（
　
　
）内
寸
法
で
加
工

端
部
側

連
棟
側

注
　
意

間
口
か
ら
見
て
両
端
の
補
強
材
2
本
に
の
み
、

［
　
　
］内
の
加
工
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

両
端
の
補
強
材

梁

柱

け
が
き
溝

穴
加
工
は
す
べ
て
け
が
き
溝
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

8 本柱
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下地材（中間）

下地材の加工

正面右側 正面左側

30：2990

1200

7

1000

3－φ4.5

20
.4

35 φ3.5

395

D30

48：4790

400

7

1200

5－φ4.5

1200395 1200

20
.4

35
φ3.5

D48

55：5390

1000

7

1200

5－φ4.5

1200395 1200

20
.4

35 φ3.5

D55

60：5990

400

7

6－φ4.5

1200395 1200 12001200

20
.4

35 φ3.5

D60

＜単体＞＜たて連棟＞

36：3590

1200

7

400

4－φ4.5

1200395

20
.4

35
φ3.5

D36

6・8 本柱

改訂



38 梁・補強材・下地材の加工
下
地
材（
中
間
）

下
地
材
の
加
工

＜
横
連
棟
＞

正
面
右
側

正
面
左
側

39
0

12
00

80
0

10
00

12
00

12
00

29
90

35
90

12
00

12
00

12
00

35
90

35
90

40
0

47
90

12
00

80
0

12
00

12
00
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00

10
00

80
0

7

7

7

12
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39
0
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0

3－
φ4
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φ4
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4－
φ4
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φ4
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4－
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3－
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.5

φ3
.5
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20.4

φ3
.5
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φ3
.5

30

20.4

D
4
8
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1
8

D
5
5
・
1
8
(D
8
0
)

D
4
8
・
3
0

D
6
0
・
1
8

6・8 本柱



　 396・8 本柱

下
地
材（
中
間
）

下
地
材
の
加
工

正
面
右
側

正
面
左
側

＜
横
連
棟
＞

35
90

47
90

80
0

12
00

12
00

12
00

12
00

35
90

53
90
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00
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00
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00
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00
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0

12
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00
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7
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0

4－
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3－
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5－
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4－
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D
5
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・
3
0

D
6
0
・
3
0

D
4
8
・
4
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40 梁・補強材・下地材の加工 6・8 本柱

下
地
材（
端
部
）A
：
水
上

下
地
材（
端
部
）B
：
水
下

下
地
材
の
加
工

10
00

30
：
30
00

7

12
00

3－
φ4
.5

2－
φ3
.5

20

12
.9

40

40
0

10
00

30
：
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00

7
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00

3－
φ4
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2－
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.5

20 12
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0

D
3
0

2－
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48
：
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00
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5－
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40 40
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2－
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5－
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D
4
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正
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右
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正
面
左
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正
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左
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正
面
右
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＜
単
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＜
た
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連
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00

4－
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0

D
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416・8 本柱

下
地
材（
端
部
）A
：
水
上

下
地
材（
端
部
）B
：
水
下

下
地
材
の
加
工
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.9
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：
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00
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連
棟
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42 梁・補強材・下地材の加工 6・8 本柱

下
地
材（
端
部
）A
：
水
上

下
地
材
の
加
工

正
面
右
側

正
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左
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下
地
材（
端
部
）A
：
水
上

下
地
材
の
加
工
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44 梁・補強材・下地材の加工
下
地
材
の
加
工
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地
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地
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の
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46 軒天材の切断

軒天材長さ
b=B－232.6

軒天材長さ
d=D－188.4

軒天材長さ
a=A－160.8

軒天材長さ
c=C－188.4

張出し長さ:A
(水上側) 柱芯 ：々C 柱芯 ：々D

張出し長さ:B
(水下側)

軒天材長さ
b=B－232.6

軒天材長さ
a=A－160.8 軒天材長さ

c=C－188.4

張出し長さ:A
(水上側) 柱芯 ：々C

張出し長さ:B
(水下側)

軒天材長さ
b=B－232.6

軒天材長さ
d=D－188.4

軒天材長さ
a=A－160.8 軒天材長さ

c=C－188.4

張出し長さ:A
(水上側) 柱芯 ：々C

張出し長さ:B
(水下側)

軒天材長さ
e=E－188.4

柱芯 ：々D 柱芯 ：々E

4本柱

6本柱

8本柱

＜切断枚数＞
■基本セット（1・2台） ■横連棟・間口延長
たて連棟セット 　基本3台用セット

間口
n

間口
n

木目 単色 木目 単色
働き幅400 働き幅350 働き幅400 働き幅350

D30 8枚 9枚 D48+18（D66） 17枚 19枚
D55+18（D73） 18枚 21枚

D48 12枚 14枚 D60+18（D78） 20枚 23枚

D55 14枚 16枚 D55+30（D85） 21枚 24枚

D60 15枚 18枚※ D60+30（D90） 23枚 26枚
D48+48（D96） 24枚 28枚※張り始め側も幅切断が必要

　（P.58参照）

＜切断長さ＞

A～Eは寸法図（4本柱…P.6～8）（6本柱…P.20～22）（8本柱…P.23～25）を参照してください。

軒天材張り方向

1枚目
2枚目

3枚目

ｎ－1枚目
ｎ枚目

水下側

水上側

D36 9枚 11枚

■軒天材の切断 改訂



47
＜例＞　L55・55 6本柱 木目の場合

軒天材長さ：a=張出し長さ:A－160.8＝470.2
軒天材長さ：b=張出し長さ:B－232.6＝392.4
軒天材長さ：c=張出し長さ:C－188.4＝1911.6
軒天材長さ：d=張出し長さ:D－188.4＝1911.6

a：軒天材２枚　　　　　　　　　　c：軒天材７枚　　　　　　　　　d：軒天材７枚　　　　

b：軒天材２枚

1
2

3
4
5

6
7
8

9
10

11
12

13
14

a=470.2

397
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

397
0

b
b

b

b
b

b
b

b
b

・・・・・・

a
a
a

a
a

a
a

a

d=1911.6

b=392.4

軒天材長さ
b=B－232.6

軒天材長さ
d=D－188.4

軒天材長さ
a=A－160.8

軒天材長さ
c=C－188.4

張出し長さ:A＝631
(水上側) 柱芯 ：々C 柱芯 ：々D

張出し長さ:B＝625
(水下側)

間口
n

木目 単色
働き幅400 働き幅350

D30 8枚 9枚

D48 12枚 14枚
D55 14枚 16枚
D60 15枚 18枚※水下側

水上側

1枚
2枚
3枚

14枚

a

c

d

b

aは1本から8枚切出し可能

bとcは1本から2枚切出し可能

dは1本から9枚切出し可能

55
:54
56

55:5511

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

C

C
397
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

d

d
397
0

c=1911.6

D36 9枚 11枚



48 軒天材の切断

Ｌ5252・5555・5560

a
c

d
e
b

cの端材からaを切出す

eの端材からbを切出す

Ｌ6060

a
c

d
e
b

eの端材からbを切出す

Ｌ5252・5555

a
d

f
g

c

e

b

ｇは1本から2枚を切出し、
その端材からbを切出す

cは1本から2枚を切出し、
その端材からaを切出す

Ｌ5560・6060

a
d

f
g

e

c

b

たて連棟
8本柱

12本柱

単体・横連棟

Ｌ52・55

a
c
b

cの端材からaを切出す

Ｌ60

a
c

b

Ｌ52・55・60

a
c

d
b

Ｌ52・55・60

a
c

d
e
b

4本柱 6本柱

＜材料の割当＞

8本柱

397
0

C

a

397
0

指示のない軒天材は、材料から
同一長さを必要枚数切出して
ください。



 柱・梁の取り付け 49
1.補強連結金具の取り付け
６本柱の場合は、水上側と水下側の両方に取り付けてください。

2.梁・柱の取り付け

裏板

柱・梁連結金具

梁

角柱
（120）

梁キャップ

裏板

柱・梁連結金具

梁

角柱
（130）

柱キャップ
※スペーサー

梁キャップ

梁 補強連結金具

■角柱(120角)の場合 ■角柱(130角)の場合

※
スペーサー

ポイント

梁端部と裏板が同一面

ポイント

梁端部と柱キャップ(スペーサー)
が同一面

柱・梁連結金具取り付け用(本体に同梱）

六角ボルト
（M10×30）

スプリングワッシャー

六角ナット

柱・梁連結用(本体に同梱）

座金組込六角ボルト
（M10×20）

※梁の見付けが280mm
　の場合、スペーサーは
　必要ありません。

梁裏板

柱・梁連結金具

同一面
梁

柱キャップ

柱・梁連結金具

同一面裏板

梁キャップ取り付け用(本体に同梱）

中トラスタッピンねじ2種
（φ4×25）

補強連結金具取り付け用

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

６本柱の場合

（M10用）

（M10）

お願い
ここではタイトフレームは取り付けないでください。

水下側

水上側

■柱・梁の取り付け



1.補強連結金具・仮固定金具の取り付け

補強連結金具取り付け用

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

補強材

仮固定金具取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

●仮固定金具は、間口方向の両端に使う２本の補強材にのみ取り付けてください。
●補強材の加工穴に仮固定金具の回り止めの突起があうよう方向に取り付けてください。
●　　　　内の仮固定金具の数は奥行寸法によって異なります。

たて連棟の場合
下図の位置に穴加工（φ5.5）を行い、補強材
連結金具で連結してください。

補強材連結金具取り付け用

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

補強材

補強材連結金具

73

12.5

15

現地加工
（φ5.5）

現地加工
（φ5.5）

73

補強連結材
トラスタッピンねじ
（φ5×10）

仮固定金具
薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

補強材

仮固定金具は、回り止めの突起を穴位置に
あわせてねじで固定してください。

ポイント

補強材

仮固定金具

補強連結金具

7

39：下地材（端部）
34.4：下地材（中間）

仮固定金具

7

39：下地材（端部）
34.4：下地材（中間）

50 補強材の取り付け

■補強材の取り付け



51
2.補強材の取り付け

補強材

補強材
（仮固定金具付）

梁

柱

補強材
（仮固定金具付）

4本柱の場合、折板にルーフボルトを取り付けの際に補強材と干渉します。
補強材の位置をずらして仮置きし、ルーフボルト取り付け後に固定してください。

ポイント
仮固定金具付補強材は両端に
取り付けてください。

水下側

水上側

4本柱  の場合

❶梁に補強材を仮置きしてください。

タイトフレーム

補強材

補強連結金具

お願い

タイトフレーム取り付け用(本体に同梱）

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

❷タイトフレームを取り付けてください。

梁

補強材

（端部）
タイトフレーム

（中間部）
タイトフレーム



52 補強材の取り付け

折板・鼻隠しの切り詰め・加工、および取り付けは、各折板カーポート本体に
同梱の組立・施工説明書を参照してください。

お願い
両端部のタイトフレームボルトには
折板取付ナットを取り付けないで
ください。
鼻隠し施工時に取り付けます。

❸折板を取り付けてください。

ルーフボルト

補強連結金具取り付け用

十字穴付六角ボルト
（Ｍ5×10）

フランジ付六角ナット
（Ｍ5）

❹補強連結金具を固定してください。
梁

柱

スチール折板

ボルトキャップ

ルーフボルト

ボルトキャップ

折板取付ナット

鼻隠し取り付け時に取り付け穴

補強材

補強材連結金具

補強材
補強連結材

補強材



53

補強連結金具取り付け用

補強材

補強材
（仮固定金具付）

梁

柱

補強材
（仮固定金具付） ポイント

仮固定金具付補強材は両端に
取り付けてください。

十字穴付六角ボルト
（Ｍ5×10）

フランジ付六角ナット
（Ｍ5）

梁

補強材
補強連結金具

水下側

水上側

水下側

❶梁に補強材を取り付けてください。

6・8本柱  の場合



54 補強材の取り付け

梁

補強材

（端部）
タイトフレーム

（中間部）
タイトフレーム

タイトフレーム取り付け用(本体に同梱）

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

梁

柱

スチール折板ボルトキャップ

折板取付ナット

鼻隠し取り付け穴

❷タイトフレームを取り付けてください。

❸折板を取り付けてください。

折板・鼻隠しの切り詰め・加工、および取り付けは、各折板カーポート本体に
同梱の組立・施工説明書を参照してください。

お願い
両端部のタイトフレームボルトには
折板取付ナットを取り付けないで
ください。
鼻隠し施工時に取り付けます。



下地材の取り付け 55

折板

補強材

梁

下地材

仮固定金具

下地材

下地材（中間） 下地材（端部）

下地材

下地材

下地材連結金具

773 13

現地加工
（2－φ5.5）

3台用、横連棟の場合
下図の位置に穴加工（φ5.5）を行い、下地材連結金具で連結してください。

下地材取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

下地材を回転させながら仮固定
金具にはめ込んでください。

ポイント

仮固定金具を用いて下地材を仮固定し、下地材の穴加工（φ4.5）を
補強材の下穴（φ3.5）の位置にあわせて、下地材を取り付けてください。

下地材連結金具取り付け用

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

下地材（中間）

下地材（端部）
水上側

下地材（中間）

下地材（端部）
水下側

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

下地材（端部）
水上側

下地材（端部）
水下側

梁

補強材

下地材（端部）
水上側

下地材（中間）

図は、４本柱 D55の場合を示しています。

13 13

注　意
仮固定後、必ずねじ留めを
行ってください。

■下地材の取り付け



56 スターターの加工・取り付け

1.スターターの加工

2.スターターの取り付け

下地材（端部） 下地材（端部）軒天長さ 軒天長さ 軒天長さ

梁

補強材

軒天長さにあわせて、スターターに切断・切り欠き加工と穴加工を行ってください。

スターター取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

軒天の張り始め側にスターターを取り付けてください。

スターター

下地材（端部）

24

24

軒天長さ－3.2

35.5

35.5 40

2－φ4.5

スターター

24

24

下地材（中間）

下穴（φ4.5）

スターター下地材（端部）

スターター

下地材（中間）

下地材（端部）

〈納まり状態〉

水下側水上側

スターターを取り付け位置にあてて
ください。ケガキ溝の交点に印を
つけ、下穴（φ4.5）をあけてください。

1
39

235スターター

下地材（端部）

『下から見上げ図』

■スターターの加工・取り付け



エンドベースの加工・取り付け 57
1.エンドベースの加工

2.エンドベースの取り付け

下地材（端部） 下地材（端部）軒天長さ 軒天長さ 軒天長さ

梁

補強材

軒天長さにあわせて、エンドベースに切欠き加工と穴加工を行ってください。

エンドベース取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

軒天の張り終り側にエンドベースを取り付けてください。

※

エンドベース
下地材（端部）

エンドベース

下地材（中間）

下地材（端部）

軒天
長さ

軒天
長さ
/2

24

軒天長さ－3.2

24

235.5

35.5

14.5

2－φ4.5

水下側水上側

〈納まり状態〉

エンドベース

ポイント

下地材（端部）

1.6 35.4

13
1.
5 エンドベース

下地材（端部）
『下から見上げ図』

※ 軒天長さが2200mmを超える場合

軒天長さ/2の位置に最も近い下地材（中間）に
下穴（φ3.5）、エンドベースに取り付け穴（φ4.5）を
あけ、ねじ留めしてください。

13

エンドベース

1.5下地材（中間）
14.5

下穴（φ4.5）

エンドベース

2
m
m
切
断 切断しない

下穴（φ3.5）

■エンドベースの加工・取り付け



58 軒天材の取り付け

10
チリ

10
チリ

下地材
（端部） 下地材

（端部）

下地材（中間）

ポイント

バックアップ材を
潰すように押し込
んでください。

スターター
軒天材

10

10

左右の下地材（端部）に軒天材を差し込み、左右のチリをあわせて、
ねじで取り付けてください。

下地材（端部）

下地材（中間）

軒天材

軒天材

軒天材取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

ポイント
事前に軒天材の両端から10mmの位置に印を
付けると、チリあわせが行いやすくなります。

下地材（端部）軒天材

軒天材バックアップ材

軒天材

軒天材スターター

単色間口60の場合
張り始めの1枚目の軒天材も幅切断する必要があります。

200 スターターＸ+12mm

1枚目の軒天材

軒天材張り方向

■軒天材の取り付け



軒天材の取り付け 59
＜軒天材の幅調整＞

測定値X

Ｘ+12mm

軒天材

測定

下地材（端部）

下地材（端部）
下地材（中間）

軒天材取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×25）

❶一つ手前の軒天材から下地材（端部）の端までの寸法を測定してください。

❷下図のように「測定した値+12mmの幅」で軒天材を切断してください。

測定は、下地材（端部）で行ってください。
下地材（中間）は寸法が短くなっています。

お願い

＜幅調整した軒天材の取り付け＞

❶前ページと同じ要領で、軒天材をはめ込んでください。
❷右図の位置に下穴（φ3.5）をあけて、ねじで固定して
　ください。

下地材の位置をエンドベースにねじ取り付け位置を
マーキングしてください。

ポイント

下地材（中間）エンドベース

マーキング エンドベース

88 軒天材

下穴
（φ3.5）

下地材（中間）
エンドベース

マーキング

8

『下から見上げ図』

下穴（φ3.5）

下地材（中間）

下地材（端部）

8

軒天材が凹まないように、軒天材表面に着座した
位置以上に締め付けないでください。

注　意



60 吊金具の取り付け

間口：Ｄ
奥行
：Ｌ

D/2

間口：Ｄ奥行
：Ｌ

D/3

D/3

間口：Ｄ奥行
：Ｌ

D/4

D/4 D/4

横連棟・３台用の場合、吊金具取り付け位置を参考に、補強材の吊金具を取り付けてください。

＜吊金具取り付け位置＞

4・8本柱

6本柱

D48・18

－

D55・18 D60・18 D55・30

D48・18 D60・30

D60・30 D48・48
D55・18 D60・18
D55・30 D48・48

吊金具：１ヶ所 吊金具：2ヶ所 吊金具：3ヶ所

D/2
D/3

D/4

上記寸法の位置に補強材がない場合は、最も近い補強材に吊金具取付を取り付けてください。

12.5

下穴
（φ3.5）

吊金具

鼻隠し（水上側）

下穴
（φ5.5）

補強材

7

吊金具取り付け用

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

鼻隠し（水上側）取り付け用

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

■吊金具の取り付け



エンドカバーの取り付け 61

エンドカバーを「軒天長さ－51mm」の長さに切断し、取り付けてください。

●木づち、木片などを使用すると
　取り付けやすくなります。

●エンドカバーのヒレを内側に
　入れてください。

ポイント

エンドカバー

エンドベース

エンドベース

エンドカバー

エンドベースがしっかり勘合し、脱落しない
事を確認してください。その他の材について
もねじ留めがされている事を確認ください。

お願い

■エンドカバーの取り付け



62 結露受けの取り付け（オプション）

結露受け取り付け用

トラスタッピンねじ
（φ5×10）

77 82
.5

結露受け

梁

下穴
（φ4.5）

梁

結露受け

5[1
5]

1.結露受け・梁の加工

D36・48・55の場合は、結露受けの部材をそれぞれ3590、4790、5390
に切断し、穴加工してください。

2.結露受けの取り付け
梁に下穴（φ4.5）をあけ、結露受けを取り付けてください。

10

Ｌ

n－φ5.510

195[185] 等ピッチ加工（n－3）×（P＝200）

6

D nL

30 2990 16

48 4790 25
55 5390 28
60 5970 31

[　]内寸法はD60の場合です。

[　]内寸法はD60の場合です。

15[25]

200 等ピッチ加工（ｎ－3）ｘ（P＝200）

82
.577

15[25]

n－φ4.5
水
上
側

水
下
側

[　]内寸法はD60の場合です。

●結露受け

●梁
水上側・水下側のそれぞれに穴加工をしてください。

36 3590 19

■結露受けの取り付け 改訂



目板カバーの取り付け（オプション）63

目板カバー取り付け用

1.目板カバーの加工
目板カバーを切断し、穴加工してください。

2.目板カバーの取り付け
鼻隠しに下穴（φ3.5）をあけ、目板カバーを取り付けてください。

●水上側鼻隠し

目板カバー

鼻隠し

●側面鼻隠し

目板カバー

鼻隠し

目板カバー
（水上側）

目板カバー
（側面）

目板カバー
（側面）

目板カバー
（水上側）

目板カバー
（側面）

鼻隠し

●水上側

水下側

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

D nL
30 3046 9

48 4846 13
55 5446 15
60 6046 16

10

7
20

400
52：5082
55：5302
60：5812

20φ10

n－φ4.5

10 7
20

400

30：3046
36：3646
48：4846(3023+1823)
55：5446(3023+2423)
60：6046（3023+3023）

20

2－φ10

n－φ4.5

7

20

20

20

20

23 23

D nL
52 5082 14
55 5302 15
60 5812 16

48、55、60の場合
材料を突き合わせて
取り付けてください。

目板カバー（（水上側）

目板カバー（側面）鼻隠しキャップ

鼻隠し端部に目板カバー端部を
あわせて取り付けてください。

ポイント

●側面(正面右側)

等ピッチ加工（n－3）×（P＝400）

等ピッチ加工（n－3）×（P＝400）

水
上
側

図は正面右側を示しています。
正面左側は逆勝手の加工を行ってください。

36 3646 10

■目板カバーの取り付け 改訂



64 同梱一覧

■軒天材

姿図 －

品名 パネル

品番 2K-47067
（3K-43924）

GCD-（ＤＳ）KEA40-3-## 3
GCD-（ＤＳ）KEA40-8-## 8

（　　）は木目色の場合

■補強材

姿図 －

品名 補強材
品番 －

GCD-（ＤＳ）KEB##-3 3
GCD-（ＤＳ）KEB##-4 4
GCD-（ＤＳ）KEB##-5 5

■下地材

姿図 －

品名 下地材
品番 －

GCD-（ＤＳ）KED##-1 1
GCD-（ＤＳ）KED##-6 6
GCD-（ＤＳ）KED##-8 8

■横連棟部品

姿図

品名 補強・連結材 トラスタッピンねじ
(φ5×10）

品番 6K-13067 ET-5010
GCD-（ＤＳ）KEEM-3 3 12
GCD-（ＤＳ）KEEM-4 4 16

■たて連棟部品

姿図

品名 補強・連結材 トラスタッピンねじ
(φ5×10）

品番 6K-13068 ET-5010
GCD-（ＤＳ）KEEJ-3 3 12
GCD-（ＤＳ）KEEJ-4 4 16
GCD-（ＤＳ）KEEJ-5 5 20

■吊金具

姿図

品名 補強・連結材 トラスタッピンねじ
(φ5×10）

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

品番 6K-13065 ET-5010 4K-16374
GCD-（ＤＳ）KEEMA-3 1 1 1
GCD-（ＤＳ）KEEMA-4 2 2 2
GCD-（ＤＳ）KEEMA-5 3 3 3

■結露受け（オプション）
部材・部品 部材 部品

姿図 －

品名 上アングル トラスタッピンねじ
(φ5×10）

品番 － ET-5010
GCD-（ＤＳ）KEKA-A 2 38
GCD-（ＤＳ）KEKA-B 2 62

■目板カバー（オプション）
部材・部品 部材 部品

姿図 － －

品名 アングル アングル 薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

品番 － － 4K-16374
GCD-（ＤＳ）KEKＢ-A 1 2 42
GCD-（ＤＳ）KEKＢ-B 2 2 50

－備考 間口用 側面用

■同梱一覧 改訂
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■廻り縁

部材・部品 部材

姿図 － － － － － －

－

品名 下地材 J型廻り縁 J型廻り縁 たて廻り縁2型ベース材 たて廻り縁2型ベース材 カバー

カバー

品番 － － － － － －

－

GCD-（DS）KEC30-4 6 1 2 1 2 1

2

GCD-（DS）KEC48-4 6 1 2 1 2 1

2

GCD-（DS）KEC55-4 6 1 2 1 2 1

2

GCD-（DS）KEC60-4 6 1 2 1 2 1

2

GCD-（DS）KEC30-6 8 2 2 2 2 2

2

GCD-（DS）KEC48-6 8 2 2 2 2 2

2

GCD-（DS）KEC55-6 8 2 2 2 2 2

2

GCD-（DS）KEC60-6 8 2 2 2 2 2

2

GCD-（DS）KEC30-8 10 3 2 3 2 3

2

GCD-（DS）KEC48-8 10 3 2 3 2 3

2

備考 スターター中間用 スターター張出用 エンドベース中間用 エンドベース張出用 エンドアタッチメント中間用

エンドアタッチメント
張り出し用

部材・部品 部品

姿図

品名 補強連結材 トラスタッピンねじ
(φ5×10）

十字穴付六角ボルト
（Ｍ5×10）

フランジ付六角ナット
（Ｍ5） 下胴縁取付具

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

品番 6K-13066 ET-5010 2K-6621 3K-19171 4K-16343

4K-16374 4K-16374

GCD-（DS）KEC30-4 64 64 32 32 32

32 128

GCD-（DS）KEC48-4 96 96 48 48 32

32 192

GCD-（DS）KEC55-4 112 112 56 56 32

32 224

GCD-（DS）KEC60-4 120 120 60 60 32

32 240

GCD-（DS）KEC30-6 72 72 36 36 32

32 48

GCD-（DS）KEC48-6 120 120 60 60 32

32 80

GCD-（DS）KEC55-6 120 120 60 60 32

32 80

GCD-（DS）KEC60-6 144 144 72 72 32

32 96

GCD-（DS）KEC30-8 48 48 24 24 36

36 54

36 ９０

GCD-（DS）KEC48-8 80 80 40 40 36

備考

下地材仮固定金具
取り付け用 下地材取り付け用

部材・部品 部品

姿図

品名 薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

薄バインドドリルねじ
（φ4×16）

薄バインドドリルねじ
（φ4×25）

品番 4K-16374 4K-16374 4K-16374 4K-16308
GCD-（DS）KEC30-4 16 7 128 16

GCD-（DS）KEC48-4 16 7 208 16
GCD-（DS）KEC55-4 16 7 240 16
GCD-（DS）KEC60-4 16 7 272 16
GCD-（DS）KEC30-6 16 8 128 16

GCD-（DS）KEC48-6 16 8 208 16
GCD-（DS）KEC55-6 16 8 240 16
GCD-（DS）KEC60-6 16 8 272 16
GCD-（DS）KEC30-8 18 10 144 18

GCD-（DS）KEC48-8 18 10 234 18
備考 廻り縁取り付け用 廻り縁ベース取り付け用 軒天材取り付け用 軒天材取り付け用

部材

－

－ － － － －

GCD-（DS）KEC36-4 6 1 2 1 2 1

GCD-（DS）KEC36-6

GCD-（DS）KEC36-8

8 2 2 2 2 2

10 3 2 3 2 3

2GCD-（DS）KEC36-4 72 72 36 36 32

2GCD-（DS）KEC36-6 96 96 48 48 32

2GCD-（DS）KEC36-8 64 64 32 32 36

32 144GCD-（DS）KEC36-4 16 7 160 16

32 64GCD-（DS）KEC36-6 16 8 160 16

36 72GCD-（DS）KEC36-8 18 10 180 18
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